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２０．高水敷魚道の水質

(1)水質の現況

千代田堰堤周辺の十勝川本川(千代田観測所)における水質状況を図１９－１に示す。

この内、Ｔ－Ｎは環境基準(湖沼)でみれば、ほぼⅤ類型( 以下)を超過している状1mg/l
況にあり、また、Ｔ－Ｐは同じく環境基準(湖沼)でみればⅣ類型( )を上限として0.05mg/l
変動している状況にある。

このように現状のＴ－Ｎ、Ｔ－Ｐを見る限り決して良好な水質とは言えないが、十勝川

千代田堰堤周辺では現在のところ富栄養化現象は報告されていない。

[参考] 生活環境の保全に関する環境基準(湖沼)

項目 基 準 値
利用目的の適応性

類型
全 窒 素 全 リ ン

Ⅰ 自然環境保全及びⅡ以下の欄 以下 以下0.1mg/ 0.005mg/ç ç
に掲げるもの

水道１，２，３級（特殊なも
のを除く ）。

Ⅱ 水 産 １ 種 以下 以下0.2mg/ 0.01mg/ç ç
水浴及びⅢ以下の欄に掲げる
もの

Ⅲ 水道３級（特殊なもの）及び 以下 以下0.4mg/ 0.03mg/ç ç
Ⅳ以下の欄に掲げるもの

Ⅳ 水産２種及びⅤの欄に掲げる 以下 以下0.6mg/ 0.05mg/ç ç
もの

水 産 ３ 種
Ⅴ 工 業 用 水 以下 以下1mg/ 0.1mg/ç ç

農 業 用 水
環 境 保 全
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図２０－１ 千代田観測所における水質の変化状況(平成3年～平成12年：10年間)
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(2)高水敷魚道の水質

湖沼や水路等、閉鎖性の水域では、窒素やリンなどにより富栄養化が起きるとプランク

トンや藻類が大量に発生して水の華・アオコ等の現象を招く場合がある。

ここで、千代田堰堤周辺における現況の平均河床勾配(約 )に対し、高水敷魚道1/1,200
の計画河床勾配(約 ～ )は、やや急な状況にある。1/330 1/1000
このように、高水敷魚道は現況で富栄養化現象が発生していない千代田地区周辺の十勝

川本川の平均河床勾配より急であること、さらに高水敷魚道の流速は河床勾配 の1/1,000
上流区間で ～ (最小流量～豊水流量時)、河床勾配 の下流区間で ～0.25 0.44m/s 1/330 0.42

(最小流量～豊水流量時)の範囲にある開放水域であることを考慮すれば、上記の0.79m/s
栄養塩類が流入しても富栄養化現象は起こりにくい状況であると想定される。

千代田堰堤周辺の十勝川

・平均河床勾配 ：千代田堰堤上流の約５ｋｍ区間( ～ )43K 48K
1/1,200の平均河床勾配で、約

高水敷魚道

上流区間

1/1,000・計画河床勾配 ：

・流速 ： (最小流量時)0.25m/s
： (豊水流量時)0.44m/s

下流区間

1/330・計画河床勾配 ：

・流速 ： (最小流量時)0.42m/s
： (豊水流量時)0.79m/s

また、高水敷魚道を次のような多自然型に整備することにより、水質悪化の低減を期待

する。

・魚道両岸の植生により日照による水温上昇の低減を図る。

・魚道の水際植物の生育を期待し、栄養塩の吸収を促進する。

・河床に礫を使用することによって微生物による分解能力を高め、植物の吸収と併せ

て水質悪化の防止を図る。
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(3)新水路下流部背水区間の水質

図２０－２ 背水区間の富栄養化予測結果

図２０－３ Ｔ－Ｐの変化状況


